
 

 

この夏、平和への思いを新たに 
 

今年は「梅雨明けしたとみられる」という発表があった後に７月を迎えることになりました。早くも夏

本番を感じさせる陽射しと暑さです。暑く長い夏になるとの予報で、暑さに対する心配はありますが、

梅雨が明けてやってくる夏が、子どもたちにとって楽しい時となることを願っています。 

  ここ最近の夏の猛暑は地球環境に影響を与えているようで、夏に見られる虫や鳥などの動物、草

木や花などの植物、川や海、夜の星空などから感じる自然の素晴らしさや大きさ、不思議さなども一

昔前と少し変わっているのかもしれません。イエスさまは、｢空の鳥、野の花を見よ｣とおっしゃいまし

た。どのような自然環境の中にあっても、神さまは空の鳥を養い、野の花を装ってくださるのだから、

私たちも愛してくださいます。夏は子どもたちが自然との出会いを多く体験する時です。この夏出会う

自然やおともだち、そして自分も神様に生かされている大切な存在であることに気づかされ、心身と

もに成長する夏となりますよう、お祈りしています。 

  今年８月で日本は終戦から８０年となります。８０年前の1945年は終戦を迎える８月までの間、沖

縄、広島、長崎をはじめ日本各地で厳しい戦禍となりました。そのことを覚えて慰霊祭が各地で行わ

れています。6月23日の沖縄戦没者追悼式で小学6年生が「おばあちゃんの歌」という詩を朗読しま

した。この少年が「自分も伝えていかなければならない」と詩を綴ったのは、彼のおばあちゃんが人に

知られたくない傷や悲惨な戦争体験を民謡とともに聞かせてくれたからだそうです。当時厳しい戦禍

の中を生き、厳しい生活を経験された方々は高齢になり、当時の生活、家族との別れのつらさ等の経

験、そして平和の大切さを訴える気持ちを若い人たちが聞き、語り伝えていこうという動きも広がって

いるようです。戦争へと進んだ歴史、戦後の厳しい時代、そして復興、経済発展へと歩んだ歴史の先

に今の私たちの生活があることを改めて思います。そうした中、今でもイランとイスラエルの戦争とそ

こへのアメリカの軍事介入、ウクライナとロシアの戦争、平和と生活が脅かされる事態が世界のあち

らこちらで起こり、終息を見るに至りません。子どもたちが巻き込まれているというつらく悲しい現実

があります。国連安全保障理事会で、ガザ地区での子どもたちの死や飢餓を涙ながらに訴えるパレ

スチナ国連大使の姿がありました。日本では戦後80年といわれますが、ミサイルが撃ち込まれて炎

上する映像、倒壊した建物の前で涙を流して訴える人々の映像が流される日本、世界の現在、未来

はどうなるのか、不安を抱かざるを得ません。 

歴史を振り返って、今を生き未来へ夢と希望を持って生きる子どもたち若者たちと共に、私たちも

伝え聞くべきこと聞き、平和への思いを新たにする戦後80年の夏になることを願います。 

 

          このこどもたちの 未来を守り、  生きるべきいのち、共に生かされ、 
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＜ 今月のお知らせとお願い ＞ 

◆ 行事予定 

＜７月＞  

・ ４日（金） 七夕の集い（各クラス） 

・ ８日（火） プール開き 

・ 11日（金） お誕生日会 

・ 15日（火） すくすく水遊び 

・ 16日（水） こひつじ文庫お楽しみ会 15：30～（幼児クラス） 

・ 17日（木） 乳児検診（15：45～） 

・ 22日（火） 夏期保育開始（～8/31） 

・ 28日（月） 宇田先生（育児コンサルタント）来園 

 

＜８月＞ 

・ 13日（水） 14日（木）お弁当デー 

・ 21日（木） 乳児検診（15：45～） 

・ 25日（月） 宇田先生（育児コンサルタント）来園 

 
＊ 2024年度保護者会より、事務費等 合計203.592円頂きました。 

子ども達のために有効に使わせていただきます。ありがとうございました！ 

 

 

１．夏期希望保育（7/22～8/31）について 

      夏期保育期間中の職員の配置、給食人数の把握等の必要性から、出欠予定表を 

   本日配布いたしております。ご記入の上クラス担任までご提出下さい。 

尚、この期間中は職員が各種研修会出席や夏季休暇のため、クラスを合同にしたり、

担当保育士が代わったりする日もありますので、ご理解・ご協力下さいます様よろ

しくお願いいたします。暑くなってきますと、子ども達も心身共に疲れが出ること

と思います。充分な休息とスキンシップをとりながらお過ごし下さい。 

 

 

２．お迎えに来られました時のお願い 

      上記のように、夏期保育に入りますと担当保育士が代わることもございますの 

で、お迎えの際、必ず保育士に声をかけてからお帰り下さい。尚、登園・お迎えの

際には必ず保護者証を付けて下さい。また保育室内での写真撮影及び室内に掲示し

ています写真を撮影されます事はご遠慮下さい。 

個人情報保護のため、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

３. プールについて 

２歳児から幼児クラスはプール遊びを行います。安全面に十分気を付けて行いますが、

それに伴い保護者の方のご協力をお願いいたします。毎日、入浴・洗髪し爪も短くお

切り下さい。毎朝検温を行い、チェックを忘れずにお願いします。長い髪は登園前に

一つにくくるか子どもが扱えるスタイルにして下さい。プールの安全が守られない場

合は、プール遊びを中止させていただきます。また、以下の事柄がある場合は、プー

ルに入れませんのでご理解下さいますようよろしくお願いします。 

 



 

 

《プールに入ってはいけない場合》 

・医師にプールを禁止されているとき 

・前日、発熱、下痢などで体調が優れなかったとき 

・中耳炎、外耳炎、アトピー性皮膚炎、とびひ、虫刺されなどの悪化した傷があるとき 

・鼻水、咳など風邪の症状があるとき 

・疲れていたり、下痢、嘔吐、朝食を食べていないとき 

・目ヤニや充血があるとき 

・ホクナリンテープが貼ってあるとき 

・傷口にテープ類（絆創膏）が貼っているとき（血液や、滲出液が出てなければ外して下さい） 

 

 


